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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
本 研 究 で は 、 本学 教 職大 学 院 生 の カ リキ ュ ラム 及 び カ リ キ ュラ ム デザ イ ン に 関 す る捉 え 方の 実 態

を 把 握 す る と 共に 、 教職 大 学 院 の 授 業を 通 して そ の 捉 え 方 がど の よう に 変 容 し て いく の かを 分 析 す

る こ と を 目 的 とし た 。「カ リ キ ュ ラ ム デザ イ ン」 2 ク ラ ス の 2023 年 度 受 講 者 68 名 の う ち 、 研究 協 力

の 承 諾 を 得 ら れ た 67 名分 の デ ー タ を 分析 対 象と し た 。 な お 、受 講 者に は 口 頭 並 び に文 書 で研 究 へ の

参 加 は 任 意 で あり 、 授業 の 成 績 等 に 関し て 不利 益 は 生 じ な い等 の 説明 を 行 っ た 。  

受 講 者 に よ る 省察 の 記述 デ ー タ を 分 析対 象 とし 、 KH Coder 3.Beta.03i（ 樋 口 ， 2020） を 用い て テ

キ ス ト マ イ ニ ング を 行っ た 。 授 業 開 始前 の 実態 と し て は 、 カリ キ ュラ ム に 関 す る 知識 は 一定 程 度 あ

る も の の 、 カ リキ ュ ラム デ ザ イ ン を 自分 事 とし て 捉 え て い る様 子 は確 認 さ れ な か った 。 初回 の 授 業

後 の 省 察 か ら も、 多 くの 受 講 者 が カ リキ ュ ラム に つ い て 表 面的 に 捉え て い た と 自 覚し て いた こ と が

わ か っ た 。 そ の後 の 省察 か ら 、「 カ リ キュ ラ ムデ ザ イ ン 」 の 授業 を 通し て 、 そ れ ま で意 識 せず に 使 用

し て き た 言 葉 の語 源 や定 義 に 立 ち 戻 り理 解 を深 め る よ う に なっ て いっ た こ と が 確 認さ れ た。 さ ら

に 、 カ リ キ ュ ラム の 多様 な 側 面 を 自 らの 言 葉で 捉 え 直 そ う とす る 受講 生 の 姿 も 見 られ た 。こ の 、 多

様 な 視 点 か ら のカ リ キュ ラ ム の 捉 え 直し は 、受 講 生 自 身 が カリ キ ュラ ム デ ザ イ ン を行 う 課題 に お い

て も 生 か さ れ てい た 。こ の こ と か ら 、教 職 大学 院 に お け る 「カ リ キュ ラ ム デ ザ イ ン」 の 授業 構 成 に

際 し て は 、 言 葉の 問 い直 し が 有 効 で ある 可 能性 が 示 唆 さ れ た。  

さ ら に 、 校 種 や教 科 の枠 を 越 え て カ リキ ュ ラム を 俯 瞰 す る 授業 に よっ て 、 学 生 自 身が 直 接的 に 関

わ る 校 種 や 教 科に と どま ら ず 、 広 い 視野 で カリ キ ュ ラ ム 捉 えら れ るよ う に な っ て いく 様 子が う か が

え た 。 ま た 、 時代 を 超え て カ リ キ ュ ラム を 俯瞰 す る 授 業 後 には 、 社会 の 変 化 に 応 じて 変 化す る カ リ

キ ュ ラ ム に 対 応で き るよ う 、 学 び 続 ける 教 師で あ る こ と の 重要 性 につ い て の 気 付 きが 芽 生え て い

た 。 加 え て 、 学校 図 書館 を 計 画 的 に 活用 す るな ど 、 学 校 の リソ ー スを い か し な が ら、 教 育の 本 質 的

な 目 的 を 見 据 え、 子 ども の 姿 を 思 い 描き な がら カ リ キ ュ ラ ムデ ザ イン を 行 う と い うイ メ ージ が 持 て

る よ う に な っ てい た 。  

ま た 、 受 講 者 は一 学 期間 の 「 カ リ キ ュラ ム デザ イ ン 」 の 授 業体 験 を通 し て 、 対 話 的な 学 びの 価 値

と し て 、 他 者 の多 角 的な 視 点 を 知 る こと が でき る 点 や 、 自 分の 理 解を 自 覚 で き る 点な ど を実 感 し て

い た 。 毎 回 の 授業 で 行っ た 受 講 生 同 士の グ ルー プ 対 話 の テ ーマ に 関連 し た 省 察 が 多く 見 られ た こ と

か ら 、 教 職 大 学院 に おけ る 「 カ リ キ ュラ ム デザ イ ン 」 の 授 業構 成 に際 し て は 、 対 話の テ ーマ を 精 選

す る こ と で 、 学び を より 深 め ら れ る こと に つな が る 可 能 性 が示 唆 され た 。  

全 14 回 の 授 業 終 了 時 には カ リ キ ュ ラ ムを 多 様な 側 面 か ら 捉 える と とも に 、 自 ら が その デ ザイ ン に

関 与 す る と い う認 識 に至 っ て い た 。 カリ キ ュラ ム デ ザ イ ン は、 す べて の 教 師 に 求 めら れ るた め 、 教

育 者 研 修 プ ラ ット フ ォー ム 等 の コ ン テン ツ 開発 に も 活 用 で きる と 考え ら れ る 。 一 方で 、 本研 究 で 扱

っ た デ ー タ は 一つ の 教職 大 学 院 の 単 年度 の 受講 生 に よ る も ので あ り、 今 後 、 他 の 教職 大 学院 や 複 数

年 度 に わ た る 広域 的 ・継 続 的 な 調 査 を行 う こと で よ り 普 遍 的な 知 見を 得 て い き た い。  
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【研究成果発表方法】 
学 校 図 書 館 活 用に 関 する 教 職 大 学 院 生の 考 えの 変 容 ― カ リ キュ ラ ムデ ザ イ ン の 授 業を 通 して ― ，原 口

る み ， 日 本 学 校図 書 館学 会 研 究 大 会 ， 20 2 3 年 9 月 （ 口 頭 発 表 ）  
教 職 大 学 院 生 の「 カ リ キュ ラ ム デ ザ イ ン」に 関 する 捉 え 方 の 変 容― 学 校図 書 館 活 用 に 焦点 を 当て て ― ，

原 口 る み ， 学 校図 書 館学 研 究 ，（ 執 筆 中， 2 0 2 4 年 1 0 月 投 稿 予 定 ）  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


